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東
和
町
米
川
出
身
で
す
が
、
水

か
ぶ
り
を
見
る
の
は
約
20
年
ぶ
り

に
な
り
ま
す
。
今
年
の
開
催
は
土

曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
妻
と

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
見
に
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　東和町米川の五日町地区に古
くから伝わる火伏せの伝統行
事。毎年２月の初午（はつうま）
に開催される。地区の男衆が顔
にすすを塗り、わら装束をま
とって、家々の戸口に用意され
た桶の水を屋根にかけながら、
町中の火伏せを行う。人々は男
衆が身に付けた「しめなわ」や
「わっか」を抜き取り、自家の
屋根などに上げ火伏せのお守り
にする。米川の水かぶりの起源
は定かではないが、藤原秀衡が
1170 年に狼河原に建立した諏
訪森大慈寺修行僧の行が起源と
も伝えられている。2000 年に
国の重要無形民俗文化財に指定
された。

米川の水かぶり


